
・正しく食具をもち、衣服を汚さずに食べようとする。 

 ・自分から尿意を伝え、汚さずに排泄しようとする。 
  ・衣服の前後や裏表の違いに気が付き、保育者と一緒に直す。 

・遊びの中で必要な言葉を使って、保育者や友達と一緒に遊ぶ。 

・戸外で思い切り身体を動かして遊ぶ。 

   (戸外)・追いかけっこ・砂場遊び・固定遊具・三輪車・春見つけ など 

(室内)・サーキット遊び・お絵描き・ままごと・粘土 

手遊び 「ちいさな にわ」    

体 操 「ちょっとだけ体操」「ディズニー体操」 

 

 

 

 

 

 

 
     
        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月号 
◎身の回りのことを自分でできる嬉しさを感じる。 

◎戸外や室内でのびのびと体を動かして遊ぶ。 

 
< 保育活動 > 

 

≪ 目 標 ≫  

 

うさぎぐみだより ２歳児 

  

 

 

 

ひな飾りを作ったよ！ 

 

 

 

 

『大好きが いっぱい！』 
 園庭で元気に身体を動かして遊ぶことや、毎日の体操

を楽しみにし、笑顔で登園してくれるようになりました。

年間を通して、天候のいい日は園外保育にも出かけ、た

くさん歩けるようにもなりました。 

 友達と一緒に体を動かして遊ぶようになると、給食も

「お代わりちょうだい！」と、たくさん食べられるようになり

ました。また、自分の気持ちを伝えようとしたり、上着や

靴下の着脱に取り組もうとしたりする姿も見られるように

なりました。 

そんな子どもたちを見ていると、一年間の成長を感じ

ることができ、クラス目標の『大好きがいっぱい』も、達成

できたのではないかと思います。 

 保護者の皆様にはご協力とご理解をいただき 

ありがとうございました。進級に向けて期待に 

胸を膨らませながら、残りの日々を笑顔で過ご 

していこうと思います。 

 

 

 飾られたお雛様を見にいくと、思わず「わぁ！」と声が出る
ほど感心していた子どもたち。その後、保育者が作った折り

紙の雛飾りを見たことがきっかけとなり、自分たちでも作っ

てみることにしました。 

今回の製作は指先でのりを伸ばして全面に塗ることを意

識していきました。人差し指で「くるくる～。」と伸ばしながら

楽しく制作していきました。中には、のりでベタベタになる事

が苦手な子もいましたが、その子のペースに合わせてゆっ

くりと作っていきました。 

 出来上がったお雛様は、壁面に飾りました。みんなでお雛

様を見ながら「あれ、私の！」「僕のはこっちにあるよ。」と楽

しく話している声が聞こえてきました。 

 

 

 

指先を使って、

のりを伸ばすよ 

目と口を描こう 

 


